
看護部理念　あたたかい心のこもった看護、安全で信頼される看護を提供します。

最近食べ物が食べにくいことや水分が飲みにくいことはないですか？

摂食・嚥下障害看護認定看護師　　楠
くすのき

　さやか

摂食・嚥下とは、「食べ物を食べたいと思い、食べ物を口に入れ、噛んで味わって

喉に送ってゴックン（飲み込む）する」という一連の動作のことです。加齢や脳血

管障害、神経筋疾患（パーキンソン病など）など何らかの原因でそのどこか一つで

もうまくいかなくなった時に摂食・嚥下障害が起こりやすくなります。

食べ物を食べるためには、歩くなどの運動をする時と同じように、食べたり、飲み込んだりするため

の必要な筋肉を使います。舌を動かす、食べ物を噛み砕く、喉の食べ物を送り込む、ゴックンと飲み込む

など、食べるのに必要な一連動作は脳からの命令により筋肉が動くことで行われます。

食べ物が食べにくいと感じた時は、食ベ物を柔らかく煮たり、あんをかけるなど行うことで食べ物が

まとまりやすくなります。水分でむせて飲みにくい場合は、水分にとろみ剤を混ぜて飲み込みやすくする

方法があります。最近では、薬局でユニバーサルデザインフードを買うことができます。ぜひ工夫してみ

て下さい。

食事前に嚥下体操（パタカラ体操）を習慣化することで食べるための筋肉運動が

スムーズになり食べやすくなることもあります。日頃歌を歌うこと、大きな声を出

すこと、おしゃべりを楽しむことが安全に美味しく食べることにつながります。

いつもより食べにくさを感じた場合は、いつでもご相談下さい。

＜健康診断の結果、「精密検査必要」と言われた方

の受診予約（電話等）を受けています＞

待ち時間が少なく、スムーズに受診を受けられます。

特にお仕事をされている方、多忙な方はどうぞ地域医

療連携室（下記）にご連絡ください。

電話　0765–22-1354（平日 9：00 ～ 16：00）

FAX　0120-935-631

富山ろうさい病院では、緊急の方を優先して診察し

ます。救急車で搬送された方は、医師、看護師が救急

室で待機し、入院まで速やかに対応できるように準備

しています。症状を自覚した時、我慢をせず、早期に

対応することで療養期間を短くすることもあります。

速やかな受診をお勧めします。

電話　0765-22-1280（病院代表）

魚津市急患センター

富山ろうさい病院、魚津市医師会、魚津市が協力して夜間等の急病時に受診できる急患センターを開設しています。

●診療時間　夜間（毎日）　午後７時～１０時　　●場所　 富山ろうさい病院　0765-22-1280（代表）

＊ 時間外通用口から入ると、すぐ左側に受付があります。

＊ 中学生以下の急病、乳幼児のケガは新川医療圏小児急患センター（黒部市民病院 0765-54-2211）で受診

　 してください。

魚津市急患センター


